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　2001年の国勢調査によれば、イギリスのムスリム人
口は約160万人で、人口全体の2．7パーセントを占めてい
る。そして、1990年代後半の出身国に関するデーター
では、パキスタン系が60万人以上を占めてもっとも多
く、その次がバングラデシュ系（20万人以上）、インド
系（20万人弱）、トルコ系（約16万人）、イラク系（約
10万人）と続いている。その一方、1990年代中ごろま
でには、少なくともモスクが800以上を超し、その他の
地域および全国レヴェルのムスリム組織が約950も存在
するようになっている。
　また、都市でいえば、ブラッドフォード約82，750人
（17％）、バーミンガム約150，000人（15％）、ロンドン約
100万人（14％）、レスター約35，000人（11％）、オール
ダム約25，000人（11％）などが、ムスリム人口の多い都
市である。移民人口のなかでインド系ムスリムがマジョ
リティを占めるレスタ・一一を除き、これらの都市はすべて
パキスタン系ムスリムがマジョリティを占めている。
　レスターは、イングランド中部に位置する人口約28
万人の多民族・多宗教都市であるが、そのうち、ムス
リムは、2001年の国勢調査では約35，000人（11％）であ
る。出身国別では、インド系が一番多く、次がパキス
タン系、バングラデシュ系、それに1990年代後半以降、
急速に増えてきているソマリア系ムスリムなどが暮らし
ている。また、宗派では、スンニ派が多数派で、シーア
派は少数派である。そして、スンニ派〔主要な流れだけ
でも六つ〕、シーア派（現在、三つの異なるモスクがあ
る）それぞれにさまざまな宗派が存在し、最新の情報で
は、モスクが42存在するといわれる。そして、これらの
モスクをはじめ、さまざまなムスリム組織約200を束ね
ている「レスタシャ・ムスリム・オーガニゼーション」
が存在している。
　本研究の課題は、「民族関係がかなりうまくいっている」
という高い評判を内外から獲得しているレスターの多
民族・多宗教統合との絡みで、こうした都市の多様な
ムスリム・コミュニティの形成と発展を明らかにして
みようとするものである。その際、対象地区としては、
ここ20年間に、徐々にムスリム地区の色彩を強めてき
ている「ハィフィールズ」と呼ばれる地区と、最近、
大量のソマリア系移民が居住するようになっている
「セント・マチュー」地区がとくに重要である。
　アプローチの方法は、ほぼ次の三点である。そのひと
つは、さまざまなレスター在住のムスリムたちの「ライ
フ・ヒストリー」を、「パーソナル・ナラティヴ」を重視
しながら明らかにしていくことである。二つ目は、さま
ざまなムスリム・コミュニティの形成と発展を、モスク
やコミュニティ・センターの歴史を中心に明らかにして
いくことである。三つめは、彼らのコミュニティやレス
ター市の「統合」化の歴史を、「エイド」などを含む、
「暦」や「祭り」との関連で明らかにしていくことである。
　今年度は、こうした関心から、次のような調査を試
みた。第一に、ムスリム指導者や一一般のムスリムたち
のインタビューである。対象者は、世代差（第一・第
二・第三世代など）、性差、国別（パキスタン・インド
［東アフリカ系由を含む］、バングラデシュ、ソマリア
系など）を意識しながら、インタビューを試みたが、
予想以上に困難な部分もあり、まだ不十分な点も多い。
第二に、彼らのコミュニティの「核」になっているモ
スクや関連コミュニティ・センター（パキスタン、バ
ングラデシュなど）への訪問、および関連イベント
（パキスタン独立記念イベントなど）への参加とそれら
の関係者へのインタビューを実施した。第三に、イス
ラーム関連の学校や研究施設などへの訪問である。ム
スリムの生徒が多いステイト・スクール（約8割以上
を占める）やムスリム学校、ムスリム関連の研究施設
兼高等学校を訪ね、その関係者にインタビューを実施
した。最後に、地元新聞・書籍をはじめ、ムスリム関
連文献・史料を収集した。
50 人文科学研究所年報No．48
　以上のような今年度の調査を踏まえ、次年度は、さ
らにインタビュL－一、関連施設の訪問、イベントへの参
加などを通して、多民族・多宗教都市レスターに暮ら
すムスリムたちの歴史を少しで明らかにしていきたい
と考えている。
